







































a 山六樋 b 如来樋 c 月ノ輪集水池 d 鍋淵集水池 e 馬ノ鼻






町の尼寺の諸地区が含まれ(図 1)、その濯概面積は最大約500町歩に及んだ4) (表 1)。今日でこそ
吉野川流域の北方地方には、平成 2 (1990)年に完工した吉野川北岸用水(濯概面積6，680ha)や、
あさな
藍作衰退を背景に明治41(1908)年に開撃された麻名用水(同約1， 450ha)・板名用水(同約1， OOOha) 
なと、の大規模用水が存在するが、畑作(藍作)が卓越した近世末の北方地方で約500町歩もの濯概面
積を有していたのは以西用水のみで、あった5)D 以西用水は鮎喰川水系にあっては唯一、四国建設局の


















西井 りの田反別 ※ }3IJ 
組 (町) (町)
延命 以西 。。 17.2411 100. 0 。
東矢野 以西 。。 71. 0016 100.0 。
観音寺 以西 。。 38.3404 100.0 。
府中 以西 。。 37. 3804 85.2 。
中 以西 。。 59.3701 100.0 。
池尻 以西 。。 15. 4420 62. 1 。
敷地 以西 。。 11. 2426 39.4 。
日開 以西 。。 90. 5915 82. 7 。
早測 名東 。。 37. 4403 100. 0 。
和田 名東 × 。 34. 9225 100.0 。
南岩延 名東 × 。 15. 0815 100. 0 。
北岩延 名東 × 。 脱退 × 
井戸 名東 × 。 24.6100 56. 9 。
西矢野 名西 。。 2.0516 9. 4 。
内谷 名西 。。 10. 7005 94.3 。
尼寺 名西 。。 5. 9314 76. 1 。
*その他

















































































































































































































地区名 水田面積 一等地 二等地 三等地 四等地
Cha) (%) (%) (%) (%) 
延命 26.2025 70. 7 29. 3 
東矢野 19.3422 97.1 2. 9 
観音寺 28.3774 85. 7 2. 8 4. 9 6. 7 
府中 20.2694 4. 2 48.2 7.6 
中 41. 6922 77.6 22.4 
早測 35. 1812 87.4 9. 7 1.8 1.1 
和田 18. 6504 26.8 53.8 19.4 
南岩延 19.4726 o. 4 17.0 82.6 
西矢野 18.3102 88.2 11. 2 O. 5 
内谷 14.4428 91. 9 7.7 O. 3 
管外 18.2424 32. 5 13. 7 51. 4 2. 3 
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12月に発掘された実長98crnという大型銅鐸も表土下約35crnから出土している 24) (図 7中のE)。いず
れも、典型的な条里地割の分布する扇状地西部から出土している。西部では表土下の浅いところに、

























































正保 3年 文化 天保 明治 正保 3 昭和35年
村名 (1646) 10年 5年 初期 年→明 (1960) 
4年 (1813) (1834) 治初期
以前 村高 水田 村高 村高 村高 の村高 耕地面積 水田率
地区名
の
(石) 率% (石) (石) (石) 増加率 (10 a) : (%) 
郡名 A B C D E (%) F G 
延命 以西 167 : 76.7 186 193 199 19.2 471 73.2 
東矢野 以西 780 I 86.0 820 853 822 5. 4 269 91. 1 
観音寺 以西 436 : 87. 1 467 467 469 7.6 408 97.3 
府中 以西 401 : 47.9 824 798 826 106. 0 348 : 91. 4 
中 以西 485 ; 65.7 533 499 537 10. 7 585 86. 7 
池尻 以西 294 : 81. 3 359 358 358 21. 8 274 94.4 
敷地 以西 302 : 76.2 340 223 223 ム26.2 303 : 96.0 
日開 以西 839 : 45.4 1， 128 1， 015 1， 131 34.8 886 96. 0 
早湖 名東 333 ; 19.2 413 424 490 47.1 557 75. 8 
和田 名東 303 8.2 362 360 394 30. 0 298 : 93.0 
南岩延 名東 267 4. 1 341 387 322 20.6 506 79.2 
北岩延 名東 226: 37.2 251 249 251 11. 1 331 97.0 
井戸 名東 355 46. 8 394 393 394 11. 0 649 97.2 
西矢野 名西 184 85.9 242 219 243 32. 1 375 86.4 
内谷 名西 78 85.8 204 135 204 161. 5 207 90. 3 
尼寺 名西 81 79. 0 94 89 93 14.8 234 : 87.6 
合計・平均 5，531 6，958 6，662 6，956 25.8 6，701 : 89.4 
注)村高については石以下は四捨五入.
資料)A・B:同l立史料館蜂須賀家文書 寛文 4年「阿波国十三郡郷村田昌高辻帳J. 
C: Ir阿波藩民政資料』所収 文化10年「阿波同村々高都帳」
D: [吋立公文書館内閣文庫所蔵 天保「郷帳J. 


































































































































































































































キナ 名 正保3年 文化10年 天保5年 明治初期
(1646) (1813) (1834) 
A (石) B (石) c (石) D (石)
*上山 763 2，441 1， 466 3，095 
左右内 157 524 501 656 
十申告貢 578 1，598 1，385 2，268 
広野 111 1， 269 914 1， 397 
阿川 188 1， 346 909 1， 667 
鬼篭野 211 934 832 1， 012 
入国 598 914 837 1， 030 
一 r品i，ー 683 1， 720 1，082 1， 810 
下町 176 211 209 215 
合計 3，465 10，957 8， 135 13， 150 































































































































































































































名西俣懸 天保10(1839)年 % 安政 3(1856)年 l % 
東矢野村 10時 2歩 2厘 56. 8 ④ 10時 6歩 3厘 59. 1 
西矢野村 4歩 1厘 2.3 ④ (上に含む)
内谷村 2時 4歩 0厘 8毛 13.8 ①⑤ 2時 6歩 4厘 14. 7 
尼寺村 1時 7歩 3厘 8毛 9. 7 ②⑥ 1時 7歩 9.4 
観音寺 3時 2歩 2厘 4毛 17.9 ③ 3時 O歩 3厘 16.8
合計 18時(36時間) 100. 18時(36時間) 100. 
折合高割 100石:2時1毛宛
大溝俣懸 天保10(1839)年 % 安政 3(1856)年 i % 
延命村 2厘 4毛 5仏 O. 1 ④ 2時 l歩 6厘 12.0 
東矢野村 2時 1歩 3厘 7毛 8仏 11. 9 ④ (上に含む)
日開村 3時 3歩 7厘 18. 7 ②⑦ 3時 3歩 7厘 18. 7 
観音寺村 2時 5歩 3厘 9毛 14.1 ⑤ 2時 8歩 8厘 16.0
池尻村 3歩 4厘 8仏 1.9 ⑤ (上に含む)
府中村 3時 7歩 3厘 8毛 7仏 20.8 ①⑥ 3時 7歩 4厘 20.8 
中村 4時 7歩 2厘 8毛 3仏 26.3 ③ 5時 8歩 5厘 3.25 
早測村 1時 1歩 2厘 4毛 6. 2 ③ (上に含む)
合計 18時(36時間) 100. 18時(36時間) 100. 
折合高割 100石:1時1歩3厘6毛宛|
五ヶ村用水 天保 2(1831)年 % 安政 3(1856)年 ! % 
早淵村 4時 7歩 26. 1 4時 7歩 26. 1 
和田村 3時 5歩 19.4 3時 5歩 19.4 
南岩延村 2時 5歩 13. 9 2時 5歩 13. 9 
北岩延村 3時 5歩 19.4 3時 5歩 19.4 
井戸村 3時 8歩 21. 1 3時 8歩 21. 1 





①10時 8歩 7厘 60. 1 
② 4歩 4厘 2.5 
③ 2時 3歩 5厘 15. 7 
④ 1時 1歩 5厘 6. 4 
⑤ 2時 6歩 8厘 14. 9 
17時 9歩 5厘 100. 
明治23(1890)年 %1 
④ 2厘 4毛
④ 2時 1歩 3厘 8毛 11. 9 
② 3時 3歩 7厘
③ 2時 5歩 4厘 14.1 
③ 3歩 4厘 1.9 
① 3時 16.7 
⑤ 5時 5歩 9厘 31. 1 
⑤ 1時 5.6 
18時 2毛 100.
明治26(1903)年 % 
④ 6時 6歩 4厘 36. 9 
② 4時 6歩 8厘 26.0 
① 3時 6歩 2厘 20. 1 
(脱退)
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地区名 昭和10(1935)年 1 % 昭和15(1940)年 l % 
矢野北台 ① 14時間14分 39.5 ① 14時間14分 39.5 
矢野南台 ② 7時間46分 21. 6 ② 7時間46分 21. 6 
内谷 ③ 5時間27分 15.1 ③ 5時間27分 15.1 
尼寺 ④ 2時間32分 7.0 ④ 2時間32分 7.0 
観音寺 ⑤ 6時間 1分 16. 7 ⑤ 6時間 1分 16. 7 
36時間 100. 36時間 100. 
地区名 昭和10年 % 昭和15(1940)年 l % 
延命 ④ 3分 o. 1 ④ 3分 O. 1 
東矢野 ④ 4時間17分 11. 9 ④ 5時間27分 15. 1 
日開 ② 6時間44分 18. 7 (脱退)
観音寺 ③ 5時間 5分 14.1 ② 6時間30分 18.1 
池尻 ③ 40分 1.9 (脱退)
府中 ① 6時間 16.7 ① 8時間 22.2 
中 ⑤ 11時間11分 31. 1 ③ 16時間 44.4 
早淵 ⑤ 2時間 5. 6 
36時間 100. 36時間 100. 
地区名 昭和10年 % 昭和15(1940)年 l % 
早淵 ④ 14時間 7分 39.2 ③ 17時間 47.2 
和田 ② 9時間42分 26. 9 ② 11時間30分 31. 9 
南岩延 ① 6時間25分 17.8 ① 7時間30分 20.8 
北岩延
井戸 ③ 5時間46分 16.0 (脱退)




村名 名西俣 i比率 大溝俣 i比率 五ヶ村(比率
(%) (%) 用水:(%) 
延命 2. 2 O. 1 
東矢野 486. 1 56.8 188.2 11. 9 
観音寺 153. 0 17.9 223. 1 14.1 
府中 329. 1 20.8 
中 416.2 26.3 
池尻 30. 0 1.9 
敷地
日開 296. 7 18. 7 
早淵 99. 1 6.3 221. 6 26. 1 
和田 164. 7 19.4 
南岩延 116.2 13. 7 
北岩延 165. 7 19. 5 
井戸 181. 2 21. 3 
尼寺 82. 5 9. 6 
内谷 114.3 13.4 
西矢野 19.4 2.3 













78. 2 155.2 193 80. 4 
20. 1 709. 3 853 83.2 
90. 1 466.2 467 99.8 
31. 8 360. 9 798 45. 2 
454.4 499 91. 1 
# -・非 # -・非 . 
# 非 -・非 -・非 . 
非260.4 非587.1 非1， 596 非36.8
320. 7 424 75.6 
50.5 215.2 360 59.8 
116.2 387 30.0 
32. 1 197.8 249 79. 4 
50.2 231. 4 393 58. 9 
82. 5 89 92. 7 
114.3 135 84. 7 
19. 4 219 8.9 
1252. 6 4030.6 6662 60.5 


















幹線用水路 ※ 1 村名 御蔵高 村高
(石) (石)
大溝俣 ①⑥ 府中 446. 166 826.44067 
②⑦ 日開 474.17688 1， 131. 7152 
③⑧ 中 7.733 537.5787 
早測 191. 68556 490. 78448 
④ 東矢野 130.51621 822.33829 
延命 34. 67383 199.8707 
⑤ 観音寺 16. 576 469.4194 
池尻 65. 71623 358.99048 
合計・平均 1， 367.243710 4，837.137920 : 
五ヶ村用水 ① 早淵 191. 68556 490. 78448 
② 和田 91. 711 394.980 
③ 北岩延 45.2028 251. 466645 
④ 南岩延 40.233 322.36278 
⑤ 井戸 144. 08396 394.53908 
合計・平均 512. 916320 1， 854. 132985 : 
名西俣 ①⑤ 内谷 101. 777 204.208 
②⑥ 尼寺 6.80768 93.9546 
③ 観音寺 16. 576 469.4194 
④ 東矢野 130.51621 822.33829 
西矢野 88.84373 243.74789 
合計・平均 344.52062 1， 833. 66818 :1 
※ 1 : 0内の数字は安政 3 (1856)年における俣ごとの番水順序.
※2 :御蔵高に折合高の割合を掛けた石高の試算数値.
資料) ~旧高旧領取調帳』および表 8 より作成.
村高に 俣ごと
占める の村別
御蔵高 折A口古f司 ※2 
の割合 の割合
(%) (石) (石)
54. 0 20.8 92.8 
41. 9 18. 7 88. 7 
1.4 26.3 2. 0 
39. 1 6. 3 12. 1 
15. 9 11. 9 15. 5 
17.3 0.1 O. 0 
3.5 14. 1 2.3 
18. 3 1.9 1.2 
28.3 100.0: 214.6 
39. 1 26. 1 50. 0 
23.2 19.4 : 17.8 
18. 0 19.5 8.8 
12. 5 13. 7 5.5 
36.5 21. 3 30. 7 
27.7 100. 0: 112. 8 
49.8 13.4 13.6 
7.2 9. 6 0.7 
3. 5 17.9 3. 0 
15. 9 56.8 74.1 
36.4 2.3 2.0 
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